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ツベルクリン反応の注射部位による差異

第1報2,000倍,10,000倍 稀 釈 液 を用 いた

前臆屈側と伸側との比較

国立予防衛生研究所

研 束 恒 夫。 前 田 道 明 ・柳沢 謙

(昭和29年2月6日 受付)

緒 言

ツペルクリン反応検査術式については,古 来多 くの研

究が行われ,特 にツベルクリン稀釈液の濃度が問題 とさ

れてきたが,現 今わが国では,左 或いは右前臆屈側の皮

内に2,000倍 稀釈液を0｡1cc注 射 し,48時 間後に判定

する方法1)e=統 一 され,広 く全国で実施されている｡

しかるに欧米諸国では未だに注射 部位 ・濃度 ・判定時

聞等が研究者によりまちまちで統一されておらず,そ れ

ぞれの基準に従つて反応の陰陽を規定している現状であ

る｡す なわもPalmer2)を 始 めWorldHealthOrgani-

zation(W.H.O・)の 研究者3)4)は 前搏伸側に注射し,そ

の硬結の大きさで陰陽を判定する方法を用いている｡

そこでわが国の術式 と欧米で実施している方法との関

係を検討するために,前 臆の屈側及び伸側に同一稀釈の

ツベルクリン液を注射し,そ の反応の状態について比較

を行つてみた｡

調 査 方 法

1)亥 豫 集団及び実施時期

昭和28年7月 に静岡県駿東郡某町,小 ・中学校2,448名

の男女生徒に実施 した｡な おこの集団は昭和24年12月 以

来6カ 月毎にツベル

クリン反応 を検 査

し,陰 性及び疑陽性 こ

者にはその都度乾燥

BCGワ クチン(O.04

mg,皮 内注射)を 接

種している｡

2)使 用 ツベルク

リン

予研製Lot.No

3の ツベルクリン原

液を棚砂｡棚 酸緩衝

液で,2,000倍 及び 一

10,000倍 に稀釈した

ものを用いた｡

3)注 射方法及び

判定

全対象を2分 して1

群には左の前搏屈 ・

伸側に2,000倍 液,右 の前臓屈｡伸 側に10,∞0倍 液を

注射し,他 の1群 にはこの逆にそれぞれO.1cc宛4カ

所に皮内注射して,48時 間後にその発赤 ・硬結等の反応

.をそれぞれ計測したφ

調 査 成 績

1)発 赤:ま ず屈側と伸側 との 関係を見ると第1図

～4図 に示 した通りで2,000倍,10,000倍 液のいずれに

おいても左右共に大体よく相関しているが,そ の大きさ

を比較すると若干屈側の方が大きくなつている｡又 伸側 、

においては陰性及び疑陽性であるが,屈 側においては陽

性のものが2,000倍 稀釈液では2,448例 中416例(17・0%),

10,㎜ 倍稀釈液では2211例 中598例(27.1%)あ つた｡

次 に両者の度数分布を見ると,第5図 及び第6図 に見

られる如 くであつてその分布状態を異にし,発 赤平均値

は伸側より屈側がやや大きくなつている｡

2)硬 結:屈 側と伸側における硬結の関係は第7図

～12図 に示す如く発赤の場合とは逆であつて,2,000倍,

10,000倍 液共に伸側の方が強 く,特 に屈側では触知でき

ないもので伸側において硬 結 を 触 知 し得 るものが,

2POO倍 稀 釈液において2,448例 中848例(34・7%),10,000

Table1.Comparisonofthetuberculinreactionpositiverateindifferent

sitesoftheskin.
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倍稀釈において2,211例 中543例(24.6%)も 認めら

れた｡

3)二 重発赤:屈 側より伸側に多 くその形成を認め

た｡

総 括 及 び 考 按

ツベルクリン反応が同一個体においてもその注射部位

によつて発現の様相が異ることは,岡｡新 津5),小 池6),

Griep&Duinkerの,H6ckert8)等 によつても報告され

ているところである｡な かんずく,前 臓において屈側と

伸側との違は著しいようである｡

1)ま ず発赤については,い ずれも陽性のものにおい

ても伸測より屈側の方が大きく出ているものが多く,又.

弾劒においては陰性及び疑陽性であるが,屈 側において

o
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は陽性のものが相当数においてみられた｡

又 この発赤の度数分布は第5図 及び第6図 に見られる

如 く,2,000倍 で屈側においては20mmを 示すもの

(20%)を 頂点とし約10～26㎜ に亘る比較的急な峰を

示しているが,停 側においては18～20mmを 示すもの

(8%)を 頂点とし約4～30mmに 亘 る比較的低くなだ

らかな峰を示 していて,分 布状態を異にしている｡

2)硬 結については発赤とは全 く逆な傾向を示してい

るoこ のことはHδckert8)の い う如く,屈 側 と伸側では

その皮朕の構造において真皮内の毛細血管及び乳頭突起

の単位面積当 りの分布などが異るためか,或 いほ抗体の

分布の違いに起因しているもので は な いか と考えられ

るo

一 一一18-一 一
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又屈側と伸側の相関々係を

見るに(窮7～10図)大 きさ

に若干の相違 こそあれ,屈・伸

側共に硬結を形成 しているも

のと,屈 側においては形成し

ていないが,伸 側においては

6mm以 上の硬結を形成 して

いるものが34.6%(2,000倍),

24.9%(10,000倍)も あること

は,そ の分布状態から見て注

目すぺきことである｡

我 々は野辺地 ●柳沢等1)の

判定基準に従つて前臓屈側に

おいて発赤の平均値が10mm

以 上のものを陽性 としている

のであるがW.H｡0.で は,

Palmerの 基準2)に 従つて伸

側における硬結の6mm以

上 を陽性としている｡こ の両

基準に従つて本成績を見ると

第1表 に示す如 くでわが国の

基準に従えば,そ の陽性率は

91.2%で あるが,Palmerの

基準に従えば68.5%と 著 しい

差がある｡この相違はPalmer

の硬結6mm以 上 を陽 性 と

する根拠となつているのは,

強いアレルギーを示す自然感

染者を対象 とした反応の度数

分布から来てお り,入 種が異

なり,又 本集団の如く,BCG

接種者を主とするような感作

度の異なるものにす ぐ適用さ

れるかどうかはなお検討を要

するところであろ う｡
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屈｡伸 側別に見た左右前臆の差は相関図及び度数分布

図において見られる如 く,ほ ぼ同様の分布を示 し,推 計

学的に有意の左右差は認められない｡し かし只陽性率の

比較において,2,∞0倍 稀釈液の場合では発赤 ・硬結 ・

二重発赤のいずれにおいても有意の左右差は認められな

いが,10,000倍 稀釈液の場合には推計学的に有意の差が

認められている｡こ のことは10mm以 上を陽性とする

2,000倍 稀釈液の場合の判定基準を10,㎜ 倍稀釈液の

場合にも仮に当てはめたために,5～9mmに 分布する

弱反応の度数の若干の測定差が陽性率に大きく影響した

ためか,或 いは2,000倍 稀釈液ではその反応が相当に強

く,左 右差を超越したが,10,000倍 稀 釈液とい うような

高度稀釈のものでは,反 応の惹起 能力 が弱く,既 往の

BCGの 接種部位からの遠近等の影響により左右差が有

意に現れたのではないかとも考えられる｡

3)二 重 発赤形成率の差は第1表 に見られる如 く明ら

かに伸側が多 く出ている｡こ の伸側の二重発赤は硬結と

ほぼ同じ大きさの内側の発赤の周りに幅約2～3伽 の

紅暉をめぐらしているものが多 く,屈 側におけるような

外発赤の大きい二重発赤 とはやや様相を異にしている｡

結 論

ッベルクリン稀釈液2,0∞ 倍及び10,000倍 を左右前

博屈側及び伸側に4ヵ 所注射 してその反応を種 々検討し

た結果を要約すると次の如くであるe

1)発 赤 はその陽性率においても,又 その程度におい

ても左 ・右前瞬共に伸側より屈側が優つており,そ の分

一19
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布状態も違つていた｡

2)硬 結は発赤とは逆にその触知率 もまたその大きさ

の程度も,左右両前脾共に屈側より伸側が優つてお り,特

に屈側陰性で伸側陽性のものが,2,000倍 稀釈液において

34・7%も あ り,明 らかに伸側の方が強い反応を示した｡

3)二 重発赤の形成率は屈側より伸側が多かつた｡

4)以 上のことは2,000倍 を用いた場合 も10,000倍 を

用いた場合も程度の差はあるがほぼ同様の傾向を示した｡

稿 を終えるに当り本調査に種々御協力下 さつた町役

場,学 校増韻 各位並びに当研究室の諸氏に衷心より感

謝の意を表する次第である｡
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